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はじめに 


本書は、 MS-DOS 5.0 A になって 強化され た 機能を 紹介し、 MS-DOS 5.0 とどの よ 
う な 点が 異なる かを 紹介す る 補足 マニュアルです。 

MS-DOS 5.0 A は、 次の 点で 強化され ました。 

• DOS シェルの タスク スワップ 機能を 強化し ました。 これに よって、 既存の アプリ ケー 
ショ ンソフ トや MS-DOS 5.0 に 対応して いない かな 漢字変換 プロセッサ （ FEP ) を 
お使いの 場合に も、 安全に プロ グラム を 切り 替えて お使い になれ ます。 

• アプリ ケー シヨ ンの 簡易 イ ンス トール コマン ドを 添付し ました。 MAOIX に 対応し 
ていない アプリ ケー シヨ ン ソフトを、 MS-DOS 5.0 A の DOS シェルで 切り替えて 
使える 形で 簡単に イ ン ストール できます 0 

• DPMI 機能を サポート しま した。 いわゆる \' DOS ェク ステン ダ" を 利用す る 大規模 
アプリケーションを、 MS-DOS 5.0 A 上で 使用で きます。 


本書の 目的と 構成 

本書の 目的は、 MS-DOS 5.0 A が どのよう な 点で MS-DOS 5.0 に比べて 強化され 
ている かを 紹介す る ことです。 

2 つの 章 か ら構 成さ れ ています。 

•第 1 章 「5.0 A で 新しくで きる ようになった こと （強化 点の 概要）」 

第 1 章は、 MS-DOS 5.0 から MS-DOS 5.0 A になって 強化され た 機能の 概要の 紹 
介です。 


第 2 章 「各 機能の 詳細」 

第 2 章は、 強化され た 機能を 詳しく 説明して います。 
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第 1 章 

MS-DOS 5.0A で 
新しくで きる ようになった こと 
(強化 点の 概要） 

この 章では、 MS-DOS 5.0 A で 強化され た 諸 点の 概要を 紹介し ます。 

新 機能/追加 機能の 概要 


鲁 タスク 切り替え 機能の 強化 

• 拡張 タスク スワ ッフ ° 機能 

DOS シヱ ルの タスク 切り替え 機能を 強化し、 MS-DOS 5.0 に 対応 していな いほと 
ん どの アプリケーション や FEP も 安全に 切り替えて 使用で きる ようになり ま した。 
、'拡張 タ スク スワ ッ プ 機能〃 と 呼んで います。 

• DOS シェルから 起動す る プログラム ごとに、 ADDDRV コマン ドで かな 漢字変換 ド 
ライ バや マウス ドライバを 組み込む ことができる ようになり ま した。 これにより、 
CONFIG . SYS ファイルで 組み込ま なく て も、 DOS シヱ ルから 複数 起動す るプ ログ 
ラム ごとに 異なる FEP や マウス ドライバが 使用で きます。 

•インス トール 直後の DOS シヱ ルでは、 タスク スワップは 従来 通り オフに 設定され 
ています。 新 機能の 拡張 タスク スワップ 機能を 使用す るた めには、 タスク スワップ 
を オンに 設定し なければ なりません。 設定 方法に ついては、 『さあ 始めよう MS 
- DOS 』 を 参照して ください。 

鲁 アプリ ケー シヨ ンの 簡易 インス トール 

• INSTAP コマン ドの 新設 

お買い求め になった アプリ ケー シ ョン ソフトを MS - DOS で 使用で きる よう にす る 
ことを、 、、インストール する" といい ます。 

MS-DOS 5.0 では、 MAOIX に 対応した アプリケーションは SETUP コマンドで 
イ ンス トールして いま した。 SETUP コマン ドは イ ンス トールと 同時に DOS シェ 
ルの 「プログラム リスト」 にも 登録す るので、 DOS シヱ ル か ら 簡単に 起動で きます。 
MS-DOS 5.0 A では、 MAOIX に 対応して いない アプリ ケー シ ョンを 簡単に DOS 
シェルから 利用で きる ように、 INSTAP コマンドを 用意し ました。 これを 利用す る 
と、 ほとんどの アプリケーションを インストールと 同時に DOS シヱ ルに 登録し、 拡 
張 タスク スワ ッ プ 機能が 使用で き れば アブ リ ケー ション ソフトを 切り替えて 使用で 
きる ようになり ま した。 

また INSTAP コマンドには、 SETUP コマンドで インストールした MAOIX 対応 
の アプリ ケー シヨ ンを DOS シヱ ルで 切り替えて 使用で きる よう にす る 機能 も あり 
ます。 
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第 1 章 MS-DOS 5.0 A で 新しくで きる ようになった こと （強化 点の 概要) 


• DPMI ドライバの 新設 

、、DPMI (DOS Protected Mode Interface ) " とは、 386 以上の CPU が 持つ 保護 仮 
想ア ドレス モー ドを 使い、 複数の アプリ ケー シヨ ンが 1 M バイ ト 以上の ア ドレスに あ 
る メモリを 利用で きる ようにす るた めの メモリ 利用 規格の 名前です。 1 M バイ ト 以上 
の メモリ （拡張 メモリ） を 備え、 かつ 386 以上の CPU を 搭載した 機種では、 DPMI ド 
ライ パを 動作させる ことによって 大規模な アプリケーションを 実行で きる ようになり 
ます。 


♦その他 

• SELKKC コマン ドの 強化 

CONFIG . SYS ファ イ ルで 組み込んだ 複数の かな 漢字変換 ドライ パを、 SELKKC コ 
マンドで 登録 名 または 登録番号で 選択で きる ようになりました。 これにより 、 DOS 
シェルの タスク 切り替え 機能を 使わない ときで も、 アプリ ケー ショ ン ごとに 複数の 
かな 漢字変換 ドライバを 簡単に 切り替えて 使う ことができます。 

• メニュ ー コマンド の 追加 

MS-DOS 3.3 D と 同等の メニュー コマンド （ MENU . COM 、 MENUED . EXE ) を 追 
加し ましたので、 MS-DOS 3.3 x で メニューを 使われて いた 方は、 同じ メニュー 定 
義 ファイルを そのまま 使う ことができます。 

ただし、 デフォルトの メニュー 定義 ファイルは 提供して いません ので ご注意く ださい。 

• SEDIT の 編集 サイ ズ 拡張 

SEDIT の 編集 可能な ファイル サイズを、 最大 64 K バイ トに抗 張し ました。 
これにより、 いままで 以上に ご 利用の 幅が 広がり ま した。 

• タスク スワップの 高速 化 

環境 変数、' TEMP " で 指定され た ディ レクト リに 作成す る、 DOS シヱ ルの スワップ 
ファイルの 容量を 変更し ました。 

これにより、 環境 変数、' TEMP " を RAM ディスクに 指定す る ことによって タスク 
の 切り替え がより 高速になります。 
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システムを 占有す る メモリ の 違い 


システムを 占有す る メモリの 違い 

DOS シェルを 使って いると きと 使って いないと き、 CPU が 386 以上のと きと 80286 
のとき の、 空き メモリ 量を 表に してみ ました （386 以上の CPU で 占有 メモリ が 減る の 
は UMB メモリ を 使える からです）。 


▼386 以上の CPU (単位 K バイ ト） 




MS-DOS 3.3 D 

MS-DOS 5.0 

MS-DOS 5.0 A 

DOS シェル 未使用 時 

537 

562 

563 

DOS シェル + タスク スワ ッ プ オフ 


553 

554 

DOS シヱ ル + タスク スワップ オン 


518 

513 

DOS シェル + 拡張 タスク スワップ 



506 

▼80286 のとき （単位 K バイ ト） 





MS-DOS 3.3 D 

MS-DOS 5.0 

MS-DOS 5.0 A 

DOS シヱ ル 未使用 時 

537 

527 

527 

DOS シェル + タスク スワップ オフ 


518 

518 

DOS シェル + タスク スワップ オン 


482 

480 


上記の 値は ほんの 一例です。 お使いの ソフ トウ エア や ハー ドウ エアの 環境に よって 
占有 メモリ 量は 変化し ます。 
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雳 2 章 

各 機能の 詳細 


この 章では、 第 1 章で 紹介した 強化 機能を 少 し 詳しく 見て いきます。 

拡張 タスク スワップ 機能 

タスク スワップ 機能とは、 MS-DOS 5.0 で 搭載した DOS シヱ ルから 複数の プ ログ 
ラムを 起動し、 どれ も 終了し ないで 切り替えて 使う ことので きる 機能です。 

便利な 機能な のです が、 MS-DOS 5.0 より も 前に 作成され た アプリ ケー ショ ン やか 
な 漢字変換 ドライバ ( FEP ) の 中には、 切り替えて 使う ことに は 対応で きない ものが あ 
ります。 このような プログラムを DOS シヱ ルから 切り替え ると、 画面に 表示され て 
いる データ や デ ノ< イス ドライバが 持って いる 情報、 ハー ドウ ヱアで 制御して いる 情報 
が 失われたり して、 最悪の 場合には MS - DOS の 動作 自体が 異常に なったり 制御で き 
なくなったり します。 

そこで MS-DOS 5.0 A では、 MS-DOS 5.0 の タスク スワップ 機能を 拡張して、 こ 
う した プログラム も DOS シェルから 安全に 切り替えて 使用で きる よう にしました。 
これを ヽ '拡張 タ ス クス ワッ プ 機能" と 呼んで います。 


籲 必要な 準備 

拡張 タ スク スワ ッ ブ 機能を 利用す るた めには、 次の よう な 条件と 準備が 必要です。 

▼ハー ドウ エアの 条件 

• CPU が 386 以上で あ る こと。 

386 以上の CPU が 備えて いる 仮想 8086 モー ド 機能を 利用 している からです。 8086、 
V 30、 80286 を CPU と して 搭載して いる 機種では、 残念ながら 拡張 タスク スワップ 
機能は 利用で きません （これまで 通りの 通常の タスク スワップ 機能は 利用で きます）。 

• 拡張 メモリ を 搭載して いる こと。 

拡張 メモリ とは、 1 メガ バイ ト 以上の 範囲に ある メモリの ことです。 コンピュータの 
電源を入れた とき に 画面の 左上に 数字が 表示され ますが、 ここに ま ず、、 640 K 〃ま でが 
表示され、 続いて その 右に' \1024 K 〃以上の 数字が 表示 されれば OK です。 、、640 K " し 
か 表示され ない と、 その コンピュータには 拡張 メモリが あり ません。 


注意 一般に 、' EMS メモリ〃 として 売られて いる メモリの 中には、 拡張 メモリと して 

は 使えない もの も あるので 注意が 必要です。 
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第 2 章 各 機能の 詳細 


▼ソフ ト ウェアの 準備 

•仮想 8086 モード 用 EMS ドライバを 組み込む こと。 

ハードウェアの 拡張 メモリは 、 XMS メモリ として 確保し、 それを さらに EMS メモ 
リ にして おかなければ なりません。 つまり、 XMS ドラ イノぐ、 HIMEM . SYS 〃と、 仮 
想 8086 モード 用 EMS ドライバ、、 EMM 386. EXE 〃を この 順で 組み込みます。 各 ドラ 
イバの 組み込み 方に ついては、 別冊の 『インストール ガイ ド』 を 参照して ください。 
仮想 8086 モード 用 EMS ドライバは、 拡張 タスク スワップ 機能を 提供す る デバイス 
ドライバ 、 X EXTDSWP . SYS 〃 を 組み込み、 必要な EMS メモリ を 確保 します。 
『インストール ガイ ド』 での 説明に 書かれて いる スイッチの 他に、 MS-DOS 5.0 A に 
は、、/ T " スイ ッ チが 新設され ま した。 この スイ ッ チは EXTDSWP . SYS を 組み込む 
ための もので、 たとえば 

/ T = A ： ¥ DOS ¥ EXTDSWP.SYS 

のよう に 指' 定 します。 


参考 

CPU が 386 以上の 八ー ドウ エアに MS-DOS を インス トー ルす ると、 この スイ ツ 
チが 自動的に 付け加えられます。 


1 ページ （16 K バイト） 以上の EMS メモリ が 存在す る こと。 

拡張 タ ス クス ワッ プの ための デ バイ ス ドライバ 、' EXTDSWP . SYS "は 、 EMS メモ 
リを 1 ペー ジ分 必要 とします。 


鲁 拡張 タスク スワ ッ プ 機能の 利用 

前項に 述べた よう な 準備を したう えで DOS シェルを 起動す ると、 

拡張 タスク スワ ッ プ 機能が 使用可能です 

と 表示され、 拡張 タスク スワップ 機能が 使える ようになって いる ことを 知らせます。 
インス トール 直後の DOS シェルは、 タスク スワップ 機能は オフに 設定され ています。 
拡張 タスク スワ ッ プ 機能 を 利用す るた めには、 タスク スワ ッ プ 機能 を オン に 設定し な 
ければ なりません。 設定 方法に ついては 『さあ 始めよう MS - DOS 』 の 「第 5 章 DOS 
シェルの 進んだ 使い方」 を 参照して く ださい。 

拡張 タスク スワップ 機能の 他に も、 MS-DOS 5.0 A の DOS シェルでは 次の ような 
こ とが 可能に なり ま した p 


注意 


DOS シェルの 拡張 タスク スワップ 機能は、 アプリケーションの 画面 描画を 常 
時 監視す る ことにより、 タスク スワ ッ プ 時の アブ リケー ショ ンの 画面を 保証して 
います。 このため、 ご 使用になる アプリケーションに よっては、 実行 速度が 低下 
する 場合が あります。 
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拡張 タスク スワップ 機能 


•起動した プログラム ごとに マウス ドライ パを 組み込む こと がで きます。 

MS-DOS 5.0 では、 タスク スワ ップを オフで お使いに なる か オン で お使い になる か 
によって、 マウス ドライバの 組み込み 方を 使い分けなければ なりませんでした。 と 
ころが MS-DOS 5.0 A では、 タスク スワップが オフに なって いるか オンに なって い 
るかに 関わらず、 次の よう に 組み込む だけで 使えます。 

MOUSE.SYS DOS シェル 起動 後に、 プログラム 内で ADDDRV コマンドで 
組み込む 

MOUSE.COM DOS シェル 起動 後に、 プログラム 内で MOUSE . COM を 実行 

して 組み込む 

つま り マウス ドライバは、 起動す る プログラム ごとに 別々 に 組み込める ようにな っ 
たのです。 

マウス ドライバと して デバイス ドライバ 型の、' MOUSE . SYS " を 使う か 常駐 コマン 
ド 型の、、 MOUSE . COM " を 使う かは、 お使いになる アプリ ケー シ ョンに よります。 
どちらに しても MS-DOS 5.0 A では 、 ADDDRV コマンド や MOUSE コマンドを 
実行して から アプリ ケー ショ ンを 実行す るよう な ハへ ソチ ファイルを 作成して 、 DOS 
シヱ ルに 登録して おけば、 マウス ドライバを 組み込みながら プログラムを 起動す る 
ことができます。 バッチ ファイルは、 たとえば 次の ような ものです。 

MOUSE . SYS の 場合 

ADDDRV M 0 USE.DEV 

く アプリケーションの 実行 コマンド〉 

DELDRV 

M 0 USE . C 0 M の 場合 
MOUSE 

く アプリケーションの 実行 コマンド〉 

MOUSE /R 

ここで 、、 M 0 USE.DEV 〃には、 

DEVICE = A ： ¥ D 0 S ¥ M 0 USE.SYS 

などと 書いて おきます。 書式に ついては 『インス トール ガイ ド』 を 参照して ください。 


注意 


マウス ドライバは プログラム ごとに 組み込む ことができ るので、 CONFIG.SYS 
ファイルで MOUSE . SYS を 組み込まない 方が よいで しよう。 CONFIG . SYS ファ 
イ ルで 組み込む と、 DOS シェルから 起動す るすべ ての プログラムから MOUSE 
. SYS が 利用で 吉 るよ 5 になり ますが、 マウス ドライバが 不要な プログラムを 起 
動す る 場合には その 占有 メモリが かえって 厶 ダになる からです。 
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第 2 章 各 機能の 詳細 


異なる 種類の かな 漢字変換 ドライバを、 プログラム ごとに 切り替えて 使用で き ます。 
MS-DOS 5.0 A では、 かな 漢字変換 ドライバ も MOUSE . SYS と 同じ 考え方で プロ 
グラム ごと に 組み込む こと がで きます。 たとえ ば 次の ような バッチ ファ イ ルを 作成 
し、 DOS シヱ ルに 登録し ます。 


ADDDRV APFEP.DEV 

く アプリケーションの 実行 コマンド〉 

DELDRV 


ここで、 、 APFEP . DEV " には、 


DEVICE = A： ¥DOS¥KKCSAV.SYS 
DEVICE=A： ¥AP¥APFEP.DRV 

などと 書ぃて おきます。 

参考 

この 例では、 かな 漢字変換 ドライバ として MS-DOS 5.0 に 未 対応の かな 漢字変換 
ドライバを 組み込む ことを 想定して います。 

他の かな 漢字変換 ドライバを 組み込む ための DEVICE コマンドの 書き方は、 お 使 
いの ドライ パの マニュアルを 參 照して ください。 

また " KKCSAV . SYS " は、 MS-DOS 5.0 に 対応して いない かな 漢字変換 ドライバ 
を MS-DOS 5.0 A で 使用で きる ようにす るた めの デバイス ドライ パです。 忘れずに 
組み込んで ください。 


DOS シエ ル 上の タスク ごとに 異なる かな 漢字変換 ドライ バを 組み込んで も かまい ま 
せん。 


注意 


MS-DOS 5.0 に 対応して いない かな 漢字変換 ドライバを 組み込んで いると き 
には、 SELKK 〇 コマンドで 選択す る ことは できません。 

また、 MS-DOS 5.0 に 対応して いない 同一の かな 漢字変換 ドライバを、 同時 
に 複数の タスク に 組み込んで 使用す る こと はでき ません。 


• MS-DOS 5.0 A では、 MS-DOS 5.0 に 対応して いない アプリケーション も 、 DOS 
シェルの 拡張 タ スク スワ ッ プ 機能を 使用す る ことによって、 安全に 切 り 替えて 使用 
できます。 
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アプリ ケー シヨ ンの 簡易 イ ン スト ー ル コマンド 


アプリケーションの 簡易 インストール コマンド 

MS-DOS 5.0 では、 市販の アプリケーション のうち MAOIX に 対応して いるもの 
を SETUP コマン ドで 簡単に インス トールで きる よう にして いま した。 MAOIX 対応 
の アプリ ケー シ ョンを SETUP コマン ドで イ ン スト ー ルす ると、 DOS シェルへの 登 
録 までが 行われ、 DOS シェルから 簡単に 起動で き るよう になり ます。 

こんどの MS-DOS 5.0 A では、 MAOIX に刘 •応 していない アプリ ケー ショ ンを 簡単 
に インストールして DOS シェルから 使用で き るよう にす るた めに、 新しく INSTAP " 
コマンドを 添付し ました。 INSTAP コマンドは、 従来の SETUP コマンド に比べ 次 
の 点で 強化され て います。 

鲁 簡易 イ ンス トール コマン ドの 特徴 

• MAOIX に 対応して いない アプリ ケー ショ ンを インス トールし、 かつ DOS シェル 
に 登録す る ことができます。 

SETUP コマンドは MAOIX に 対応して いる アプリ ケー ショ ン だけが 対象です。 
MAOIX に 対応して いない アプリ ケー ショ ン はこれ まで、 独自の インス トール コマ 
ン ドで インス トールした 後、 手動で DOS シヱ ルに 登録し なければ なりませんでした。 
•起動す る アプリケーションが 独自の 環境を 必要と しても、 リセ ッ トする ことなく 環 
境を 変える ことができます。 

MAOIX で インス トールした アプリケーションは、 アプリケーション 独自の 環境 （た 
とえは 使用す る デバイス ドライバ など） を リセ ッ ト 操作で 切り替えて いま した。 つ 
まり、 独自の 環境は アプリケーションの ディ レクト リに CONFIG . SYS ファイルと 
AUTOEXEC . BAT フ ァイ ルの 形で 持って おき、 選択/実行 さ れた ら 起動 ドライブ 
の CONFIG . SYS / AUTOEXEC . BAT ファイルと 入れ替え て システムを リセット 
によ り 再起動して いたのです。 

この 方法は、 DOS シェ ルの タスク スワップを オンに して 複数の プロ グラム を 起動し 
ている ときには 使えません。 なぜなら、 リセットに よって、 動作して いる 他の プロ 
グラムの 実行は 中断され、 元には 戻らない からです。 

そこで MS-DOS 5.0 A の INSTAP コマン ドで 登録した アプリケーションは、 シス テ 
ムを リセット しないでも 独自の 環境に 切り替える ことができ るよう、 ADDDRV/DEL 
DRV コマンドを 使った 切り替え 方法を 使います。 MS-DOS 5.0 A で、 プログラム 
ごとに 独自の デバイス ドライバを 組み込んで 使用 できる ようになった ことを 利用し 
ている のです。 

これにと もない 、 SETUP コマンドで インスト ー ルした MAOIX 対応の アブリ ケー シ 
ョンを 、 INSTAP コマンドで インストールした ときと 同じように、 ADDDRV/DEL 
DRV 方式の 環境 切り 替えが できる よう に 変更す る こと もで きます （INSTAP コマ 
ンド に/ M スイッチを 指定し、 起動し ます ） 0 
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第 2 章 各 機能の 詳細 


• INSTAP コマン ドに よる アプリ ケー シヨ ンの インス トール 

MS-DOS 5.0 A では、 市販の アプリケーションの インストールを 助け、 DOS シェル 
に 登録して 固定 ディスク によって 運用され ている MS - DOS システムで 使いやす くす 
る ことを 目的と した 1 NSTAP " コマン ドを 用意して います。 

INSTAP コマンドに は 次の よう な 機能が あ ります。 

(1) アプリ ケー ショ ンのイ ンス トールを 補助 0 

独自の インス トール コマン ドを 備えて いる アプリ ケー シ ョンは、 INSTAP コマン 
ドの 内部で その イ ンス トール コマン ドを 実行し ます。 

独自の インス トール コマン ドは ない が MAOIX 対応の 手続き ファイルが 用意 さ 
れ ている アプリケーション、 独自の インス トール コマンド も MAOIX 対応 手続き 
ファイル も 持って いない アプリ ケー ショ ン は、 MS - DOS の SETUP コマンドで 
インスト ー ル してく ださい 0 

(2) アプリ ケー ショ ンが 作成した 環境 ファイルを 変更。 

独自の インス トール コマン ドを 備えた アプリ ケー ショ ンの ほとんどは、 MS-DOS 
の 環境を 整える 2 つの ファイルー- CONFIG . SYS と AUTOEXEC . BAT - — を 
書き換えます。 その アプリケーションが 動作し やすい 環境を つく るた めです。 
INSTAP コマン ドは、 アプリ ケー ショ ンが 作成/変更した 環境 ファイルを 生かし 
ながら、 DOS シヱ ル か ら 起動で きる よう な 環境 フ ァイ ルに 作り替えます。 

⑶ インスト ー ルした アプリ ケー シ ョンを DOS シェルに 登録。 

(1)、 （2) を 経て 固定 ディスクに インストール された アプリケーションを、 最終的 
に DOS シヱ ルの プログラム リストに 登録し ます。 もちろん、 （2) で 作成した 環境 
ファイルを 使いながら 起動す るよう にします。 


(4) 既存の アプリ ケー ション も DOS シヱ ルに 登録。 

前の バージョンの MS - DOS では INSTAP コマン ドがなかった ため、 アプリ ケー 
ショ ンが 作成 した 独自の 動作 環境を DOS シヱ ルに 集めて 統一した 環境に 構築し 
直す には、 MS - DOS や アプリケーション に関する 広 レ 、知識が 必要 でした。 

そこで INSTAP コマン ドでは、 前の バー ジョンの MS - DOS や MAOIX 方式で 
インスト ー ル した アプリ ケー シ ョン も DOS シヱ ルに 登録し、 起動で き るよう に 
します。 これに よって、 MS-DOS 5.0 に 対応して いない アプリケーション や 日本 
語 かな 漢字変換 ドライバ （ FEP ) を お使いの 方で も、 安心して MS-DOS 5.0 A に 
移行して いただけます。 

この INSTAP コマンドを 利用 すれば、 難しい 知識 も 必要な く、 画面に 表示され る 
メ ッ セージに したがう だけで アプリ ケー ショ ンを インス トールし、 MS-DOS 5.0 A の 
DOS シェルから 使用で きる ようになり ます。 
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アプリ ケー シヨ ンの 簡易 インス トール コマンド 


• インス トールして 登録す る 場合 

MS - DOS 用の アプリ ケー シヨ ン ，を 固定 デイ スタに インス トールし、 DOS シェルに 
登録す るまでの 手順は、 次の 通りです。 

① まず、 アプリケーションを インス トールで きる 状態で MS - DOS を 起動し ます。 

② INSTAP コマンドを 実行し ます。 

DOS シヱ ルを 実行中の 場合は、 プログラム リス トの 「メイ ン」 ウィン ドウに ある 「ア 
プリ ケー ショ ンの インス トール」 から 「簡易 インス トール」 を 選んで 実行し ます。 
コマンド プロンプトからは、 次のように 実行し ます。 


INSTAP 0 

次の よう な 画面が 表示され ます。 


INSTAP コマンド Uer . X.XX 

Copyright ( C ) NEC Corporation 19 XX — 

アブリ ケー シヨ ンを インストール する ドライブを 選択して ください 


③ 画面には、 固定 ディスクの ドライブ だけが 表示され ています。 この 中から、 アプリ 
ケー シ ョンを インス トールしたい ドライブ 名を 選択し ます。 左右の カーソル キーで 
目的の ドライブ 名を 反転 させ、 0 キーを 押してく ださい。 

④ 次 のよう に 表示され、 コマン ド プロンプトに 一時的に 戻り ます。 


アブリ ケー シヨ 2 の マニュアルに 従って インストールを 行って ください 
インストールが 終了したら、 EXIT 【リ 9 -ン】 と 又 力して ください 

Command rf - iTg ン 5.00 A-H 

A > 


ここで、 インス トールし よう とする アプリケーションが 独自に 用意して いる インス 
トールの ための コマン ドを 実行して く ださい。 

このと き、 インス トール 先には ③で 指定した ドライブ 内の ディ レクト リ を 指定して 
ください。 

⑤ アプリ ケー ショ ンのイ ンス トール コマン ドが 終了して コマン ド プロンプトが 表示 さ 
れ たら、 次のように EXIT コマンドを 実行し、 コマンド プロンプトから INSTAP 
コマン ドに 戻り ます。 

EXIT0 


17 


第 2 章 各 機能の 詳細 


⑥次 のよう な 画面が 表示され ます。 


1NSTAP コマンド Uer. X.XX 

Copyright (C) NEC Corporation 1 明 X — 

アブ! 2 ケー ジョンを インストールした ディレクトリ 名を 退択 してく ださい 

gaga 

fi：¥BlN 

ft：¥ETC 

A：¥Tf1P 

A:¥l1YfiPP 


ここでは、 アプリ ケー シヨ ンのイ ンス トール コマン ドが イ ンス トールした デイ レク 
トリを 指* 定 します。 表示され ている のは、 ③で 指定した ドライブ にある サブ ディ レ 
クト リ 名の 一覧です。 上下の カーソル キーで 反転 表示を 動かして ディ レクト リを選 
び、 0 キーを 押してく ださい。 

⑦ 確認に 続いて、 アプリ ケー シヨ ンの 起動 ファイルを 選びます。 


I NSTAP コマンド 


"er X 

Copyright (C) NEC Corporation 19XX - 


アプリ ケー シヨ ンを インストールした ディレクトリ 名を 退択 してく ださい 
アブリ ケー シヨ ンを インストールした デイ レクト リ=6: 針 IYAPP 


アブリ ケ - 

XXX. EXE 
XXX. EXE 
XXX. EXE 
XXX. EXE 


- シヨ ンの 起動 ファイルを 逛択 してく ださい 


アプリケーションを 実行す る ための プロ グラム ファイル （実行 ファイル） を 指定し ま 
す。 表示され ている のは、 ③と⑥ で 指定した ドライブ/ディ レクト リ にある 実行可能 
フ ァイ ルの 一覧です。 

上下の カーソル キー で 反転 表示 を 動かして ファイルを 選び、 M キーを 押してく だ 
さい 0 

⑧ アプリケーションを DOS シヱ ルに 登録 するとき の 名前を 指定し ます。 


I NSTAP コマンド 


Uer X XX 

Copyright (C) NEC Corporation 19XX - 


アブリ ケー ジョンを インストールした ディレクトリ 名を 逛択 してく ださい 
アブリ ケー ショ ンを インストールした ディ レクト 

ア マリ ケー = 

アブリ ケー i 

DOS シェルに 登錄 する アプリ ケー シヨ ンの 名称を 入力して ください 
も 称 = 


ン の鹎攰 ファ イ ルを 退択 してく ださ t 
ン の起疆 カフ アイ ル =XXX. BAT 


ここで 入力した 名前で、 DOS シヱ ルに 登録され、 プログラム リストに 表示され ま 
す。 空白 も 含めて 半角で 23 文字、 全角で 11 文字 以内で 入力し、 0 キーを 押して 
ください。 
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アプリ ケー シヨ ンの 簡易 イ ンス トー ル コマンド 


⑨ 確認に 続けて、 INSTAP コマン ドが 終了し ます。 


My App I i cat ion を D 〇 S シェルに 登錄 しました 
A>| 


これで アプリ ケー シ ョンの 簡易 インス トールと 登録は 終了です。 次に DOS シェル 
を 起動す ると、 プログラム リストに アプリケーションが 登録され、 選択す ると アプ 
リ ケー ショ ンが 起動す るは ずです。 

うま く 起動で きないと きは、 アプリ ケー シ ョンを インス トールした ディ レクト リに 
作成され ている XONFIG . DEV " を 調べて、 CUSTOM コマン ドで 正しく 修正して 
ください （ SEDIT コマン ド も 使用で きます）。 

• 以前に インス トー ルした アプリケーションを 登録す る 場合 
MS-DOS 5.0 A より も 前の バージ ョ ンの MS - DOS で インス トールした アプリ ケー 
シ ョン、 MAOIX 方式で インストールした アプリケーション も、 INSTAP コマンドで 
DOS シヱ ル か ら 起動で きる よう に 登録す る こと がで きます。 

手順は 次の 通り です が、 INSTAP コマン ドで 最初から イ ン スト ー ル/登録 するとき 
と ほとんど 同じです。 

① まず、 アプリケーションを インス トールで きる 状態で MS - DOS を 起動し ます。 

② INSTAP コマン ドを、 、、/ M " スイ ッ チを つけて 実行し ます。 

、、/ M " スイッチ つきの INSTAP コマンドは、 DOS シェルに 登録され ていません。 し 
たがって DOS シェルからは、 ファイル リス トの 「ファイル」 メニュー にある 「実行 j 
から 実行す るか、 プログラム リストの 「コマン ド プロ ン ブト」 を 選んだり |shift| + 

| f >9 | キーを 押 して コマン ド プロンプトを 表示 させ、 そこから 実行し ます 。 DOS 
シェルを 終了 させて も かまいません。 

「実行」 コマンド や コマン ド プロンプトからは、 次の よう に 入力 します。 

INSTAP /M0 

次の よう な 画面が 表示され ます。 
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第 2 章 各 機能の 詳細 


1 NSTAP コマンド 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) ICC Corporation 19XX - 


アブリ ケー ショ ンが インス! ^ ー ルされ ている ドライブを 選択して ください 


③ 以降は、 / M スイッチ なしで INSTAP コマンドを 実行した ときの 手順 ④、 ⑤ がない 
だけです。 


注意 


前に MAOIX 方式で インス トー ルした ことがあれば、 そのと ぎに も DOS シェ 
ルに 自動的に 登録され ている でしよう。 / M スイ ツチつ きの INSTAP コマンドは 
それとは 別に DOS シェルに 登録す るので、 前の 登録 情報は 残って います。 

ただし MS-DOS 5.0 A では、 INSTAP によって 登録した 方の 起動 方法と、 
MAOIX 方式で 登録した 方の 起動 方法は 異なります。 でぎ る だけ INSTAP によ 
る 起動 方法を お使いく ださい。 


DPMI による 大規模 アプリケーションの 実行 

• DPMI 規格とは 

'' DPMI " は 、 、'DOS Protected Mode Interface " の 略です。 386 以上の CPU が 持 
つ 保護 仮想 アドレス モードを 使い、 複数の アプリケーションが 1 M バイ ト 以上の ア 
ドレスに ある メモリ を 利用で きる よう にす るた めの メモリ 利用 規格の 名前です。 
MS - DOS はもと もと 8086 という CPU のために 開発され た OS です。 8086 の ハー 
ドウ ヱア 上の 制約に より、 メモリは 1 M バイトまで しか 管理で きません。 しかも こ 
のうちの 4 割 近く は システム 専用の ために 予約され ている ので、 アブリ ケー ショ ン 
で 使える のは 6 割 以下 （640 K バイト） までな のです。 

ところ が 昨今は、 実行す る アプリ ケー ショ ンの 高機能 化 と 扱う データの 巨大 化に と 
もない、 640 K バイトの メモリでは メモリが 不足す るよう になって きました。 そこ 
で 8086 の 後を 継ぐ 386、 486 などの CPU では、 管理で きる メモリ 量を 1 メガ バイ 
卜 より もず っ と 上に 広げて います。 しかし MS - DOS 自体は そのような 拡張を して 
いないため、 ハードウェアでは 管理で きる はずの 1 メガ バイ ト 以上の メモリを 利用 
でき ません。 

そこで、 そのような CPU を 搭載した 機種で 640 K バイ トの 壁を 破る ための メモリ 
利用 規格が、 世界中で いくつか 制定され ています。 いまよ く 利用され ている'' EMS " 
や、、 XMS "、 ここで 取り上げ ている DPMI 規格 も その 一つな のです。 
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DPMI による 大規模 アプリケーションの 実行 


• DPMI を 利用す るには 

DPMI を 利用す るた めには、 拡張 メモリと 80286 以上の CPU が 必要です。 このよ 
うな コンピュータでは、 DPMI 機能を 提供す る プログラムを 動作させる ことによ っ 
て、 拡張 メ モリを 使用す る 大規模な ア プリ ケー ション を 実行で きる ようになります。 
DPMI の 恩恵を 受ける ためには、 実行す る アプリ ケー ショ ンが DPMI に 対応して 
いるか、 あるいは DPMI に 対応した、 ' DOS エク ステン ダ" と 呼ばれる 拡張 システム 
とともに アプリケーションを 実行し なければ なりません。 

DPMI を 利用す る アブリ ケー シ ョン （または DOS エク ステン ダ） を 、'DPMI クライ 
アン ト "、 DPMI 機能を 提供す る プログラムを、' DPMI サーバ " といい ます。 この 用 
語を 使って 言い替えれば、 v 'MS-DOS 5.0A には DPMI サーバの コマン ドが 新設 さ 
れ た〃 と 表現す る こと もで きる でしょう。 

DPMI の 書式は 次の よう になって います。 

DPMI 

パラメータ などは あり ません。 コマン ド プロンプトから DPMI コマン ドを 実行 すれ 
ば、 DPMI が メモリに 常駐し、 DPMI に 対応した クライアント プログラムを 実行す 
る ことができ ます。 


AUTOEXEC.BAT ファイル 内で DPMI を 起動し、 DPMI 上で DOS シェルを 使用 
する 場合は、 AUTOEXEC.BAT の 


MOUSE 
DOSSHELL 
MOUSE /R 

の 行を、 

DPMI /C SHELL.BAT 


のように 変更して ください。 ここで、' SHELL.BAT" には、 


MOUSE 
DOSSHELL 
MOUSE /R 

などと 書いて おきます。 
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